
天台宗 一隅を照らす運動総本部

い ち ぐ う て う ん ど う
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天
て ん だ い し ゅ う

台宗の深い考えをデザインした

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動の象徴

「一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動」のシンボルマークは、

この運動の推進を誓う我々にとって、

心の支えとなるべき大切なものです。

三つの星は三
さ ん た い せ い

諦星と呼ばれ、『法
ほ け き ょ う

華経』を象徴したもので、

周囲の円は欠けることのない完全な教えを表しています。

これはすべての人々が救われると説く、

『法
ほ け き ょ う

華経』を究極の教えとする、

天
て ん だ い し ゅ う

台宗の教えであります。

そして、その実践こそ、一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動そのものであります。
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一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動の理念は「一
いちぐう

隅を照
て

らす此
こ

れ則
すなわ

ち国宝なり」という伝
でんぎょう

教
大
だい し

師のお言葉に由来しています。今から 1200 年前、国造りにおいても基
軸を成すのは人材であり、国家の礎は「国宝とは何物ぞ、宝とは道

どうしん

心なり、
道心ある人を名づけて国宝と為す」と云われ比叡山を人材養成の根本道場
として開かれたところにはじまります。その後、比叡山からは日本の精神
文化に多大な影響を与えた幾多の人材が輩出されました。

時代は下って、戦後の日本は廃
はいきょ

墟からのスタートでした。それが僅か 2、
30 年で復興を遂げ、世界の奇跡とまで云わせたのです。しかし、急速な経
済発展の煽りを受け人身の荒廃が進み、これに少しでも歯止めを掛けるべ
く、昭和 4 4 年に一

いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動が天
てんだいしゅう

台宗の機関運動として発足したの
です。

この一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動を実際行っていく上での活動目標として「実践３つ
の柱」というものがあります。それは「生

い の ち

命」（あらゆる命を大切に
しよう）、「奉

ほ う し

仕」（みんなのために行動しよう）、「共
きょうせい

生」（自然の恵
みに感謝しよう）という項目で、とりわけ「生命」という項目は活動の根
幹を成しているのです。自分という存在が、何のためにこの世に生を受け
何のために生きているのか。いのちとは誰のものなのか。いのちという
言葉から身近には、自身のいのちに始まり、それが大自然大宇宙にまで
繋っていくということ。それは一人の人間が経験や苦闘を繰り返し、自ら
の成長を促すように。いのちというものは、慈しみ、育み、愛おしむすべ
ての人のものであり、自分一人のものではないということを知らなけれ
ばならない。大自然、大宇宙のあらゆるものが関わりを持ち造り出された
ものであるということを。

この３つの柱に添った活動は伝教大師の「忘
もう

己
こ り た

利他」（己
おのれ

を忘れて他を利
する）精神に叶ったものであり、身近なことから始め、その積み重ねが周
りにより影響を及ぼし、自他の幸福を願い社会浄化の発揚に繋り、地域社
会及び企業にあっても、それぞれの発展の一翼を担う立場として、この運
動にご理解をいただき、ご参同ご参加賜りますれば望外の喜びであります。

ごあいさつ

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動総
そ う ほ ん ぶ

本部
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一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動のこころ
一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動の原点は、
伝教大師が書き著された『山

さ ん

家
げ

学
が く

生
しょう

式
し き

』の文中のお言葉にあります。

山家学生式

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす人
ひ と

が増えれば、
世の中全体が明るくなります！

　一
いちぐう

隅は、片
かたすみ

隅ではなくて「居
い

るところ」という意味。その場において必要な光を自らが発するように
なることが本当の意味です。つまり、その場、その状況において役立つ人間、欠くことのできない人
間であれ、ということです。

国
こ く ほ う

宝

道
ど う し ん

心ある人
ひ と

仏
ぶっしょう

性（仏になれる素質）を
育てていく心

一隅を照らす運動キャラクター
しょうぐうさん

国こ
く
ほ
う宝
と
は
何な

に
も
の物
ぞ

宝た
か
ら

と
は
道ど

う
し
ん心
な
り

道ど
う
し
ん心
あ
る
人ひ

と

を

名な

づ
け
て
国こ

く
ほ
う宝
と
為な

す

故ゆ
え

に
古こ

じ

ん人
の
言い

わ
く

径け
い
す
ん
じ
ゅ
う
ま
い

寸
十
枚
是こ

れ
国こ

く
ほ
う宝
に
非あ

ら

ず

一い
ち
ぐ
う
隅
を
照て

ら
す

此こ

れ
則す

な
わ

ち
国こ

く

宝ほ
う

な
り
と

（
中
略
）

悪あ

く

じ事
を
己お

の
れ

に
向む

か
え

好こ

う

じ事
を
他た

に
与あ

た

え

己お
の
れ

を
忘わ

す

れ
て
他た

を
利り

す
る
は

慈じ

ひ悲
の
極き

わ

み
な
り

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす人
ひ と
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『山家学生式』

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らすために、
いま、あなたのいるその場所で、
できることからはじめましょう！

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん

動
ど う

生命
いのち

ほうし きょうせい
奉仕 共生

あらゆる命を
大切にしよう

みんなのために
行動しよう

自然の恵みに
感謝しよう

実践3つの柱

自分にできることを通じて、
その居場所を明るくするような存在になればいい。
　各人が「我は仏なり」の自覚を持ち、その分に応じた価値を発揮して

人さまのお役に立つんだという気持ちがなければならないわけです。（中略）
この世に生まれてきたのは、自らの価値を発揮し、持てる光を発するためなのだと思います。
自分の居場所を照らすような人生を送る時、本当の生き甲斐が感じられるのです。

（山田惠諦著『一隅を照らす　「人を育てる」心の説法・ ９章』より）
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全
ぜ ん こ く い っ せ い た く は つ

国一斉托鉢

全国に善意の輪が
広がっています。
※各地の様子の
　一例

　毎年12月1日を「全国一斉托鉢の日」と定め、「慈
あ い

愛の
心で助け合い」をスローガンに、天台宗の僧侶や檀信徒
らが中心となって、全国津々浦々において街頭や各家庭
を訪問して募金活動を展開しています。
　また、比叡山山麓の大津市坂本地区では、天

てんだい

台座
ざ す

主
猊
げ い か

下を先頭に天台宗僧侶が托鉢を行っています。
　昭和61年に第1回全国一斉托鉢を実施して以来、毎

年、全国各地で行われ、多くの浄財をお預かりし、多大な
成果を上げ、善意の輪は毎年大きく広がり続けています。
　その浄財は、一

いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動総
そう

本
ほ ん ぶ

部の「地
ちきゅう

球救
きゅうえん

援
事
じ

務
む

局
きょく

」や全国各地の社会福祉協議会、NHK歳末た
すけあい、NHK海外たすけあいなどの窓口を通じて地
域や内外の支援事業に寄託しています。

大津市坂本地区での托鉢の様子

延暦寺

三岐

埼玉

兵庫

北陸

山形

山陰

神奈川
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写
し ゃ き ょ う

経・写
し ゃ

仏
ぶ つ

推
す い し ん

進

気軽に始められる運動のひとつ。
心が安らぎます。

　私たちは普段の生活の中で、迷いや不安、孤独感に
悩まされることがあります。こうした心のわだかまりから解
放されることは、心身両面で健康的な生活を送るために
とても大切なことです。
　一

いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動では、心の迷いを和らげ、自己を謙

虚に見つめ直し、心身のバランスを保つため、皆さまに
写
しゃきょう

経をお勧めしています。
　写

しゃきょう

経は、信仰心や豊かな人格を育む身近な実践行で
す。雑念を払い、一字一字丁寧に心を込めて浄

じょうしょ

書すれ
ば、きっと心の安らぎを得ることができるでしょう。

研修会の実施 「一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動」の意義を知ってもらい、また実践する機会として毎年「心
こころ

のつど
いin比

ひ え い ざ ん

叡山」や「公開講座」といった研修会を行っております。是非ご参加ください。

■ 心のつどい
■ 公開講座

「自己再発見」をテーマに自分の心と体を改めて見つめ直す機会として写経、坐禅止観、清掃、諸堂参拝などを実施しています。

様々な方 を々講師に迎え、講演をしていただいています。

回 年月日 講師 演題

1 2002.7.10 神宮寺住職　ＮＰＯ法人長野県ＮＰＯセンター代表
高橋 卓志

仏教とボランティア活動について
寺力更生

2 2003.7.22 元東和大学教授　立元 幸治 中高年の心の危機に「こころの出家」
3 2004.10.2 作家　立松 和平 自然とともに
4 2005.7.11 医師・総合人間研究所所長　早川 一光 バンザイ！人間！
5 2005.11.9 延暦寺一山律院住職　叡南 俊照 行
6 2006.9.12 成安造形大学学長　木村 至宏 比叡山と琵琶湖
7 2007.11.1 佐賀県多久市立東部中学校養護教諭　白濱 洋子 いのちの大切さ

8 2 0 0 8 . 9 . 4 元全国こども電話相談室回答者　妙徳山泉福寺住職
無着 成恭 子どもは誰でも大人になれるのか

9 2009.9.29 延暦寺一山長寿院住職　酒井 雄哉 一日一生
10 2010.9.30 仏像ナビゲーター　廣瀬 郁実 仏像を感じよう
11 2011.10.31 落語家 露の団姫　太神楽  豊来家大治朗 一隅を照らす落語
12 2012.10.31 延暦寺一山伊崎寺住職　上原 行照 あこがれ
13 2013.10.31 認定特定非営利活動法人アムダ代表　菅波 茂 困った時はお互いさま
14 2014.10.1 延暦寺一山円竜院住職　宮本 祖豊 仏を感得する
15 2015.10.30 インド禅定林住職　サンガラトナ・法天・マナケ インドの一隅（ひとすみ）から世界を照らす
16 2016.10.27 延暦寺一山律院住職　叡南 俊照 行
17 2017.10.30 音羽山清水寺貫首　森 清範 梵心
18 2018.10.30 曹洞宗円通山普門寺副住職　髙橋 悦堂 我を捨て、我を生きる

公開講座一覧
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救援活動

　一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動総
そ う ほ ん ぶ

本部では、国内外の災害・ 紛争犠牲者の救援支援、世界の飢餓に苦しむ子どもをはじ
めとする弱者救済、アジア諸国の教育・ 医療の継続的援助、環境保護などを目的に「地球救援募金」のご協
力を呼びかけています。

自然災害や紛争の被災者や難民救済のために救援活動を行っています。また、特別に大きな災害の発生時には、天
てんだいしゅう

台宗務
むちょう

庁に
「天
てんだいしゅう

台宗災
さいがいたいさくほん

害対策本部
ぶ

」が設置され、一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動総
そうほんぶ

本部が募金や支援の窓口となって直ちに対応しています。
また、医療支援を行うNPO法人の活動にも協力しています。

地球救援活動慈
あ い

愛の心で助け合い 世界に広がる運動の輪

平成30年7月豪雨災害義援金寄託 （岡山県庁）平成30年7月豪雨災害義援金寄託 （京都府庁）

平成30年北海道胆振東部地震災害義援金寄託 （北海道庁）平成30年7月豪雨災害土砂撤去ボランティア （岡山県倉敷市）

国内救援 海外救援
平成20年度 岩手・ 宮城内陸地震

三宅島噴火災害（平成12年）の被災者の帰島支援
平成21年度 台風9号災害／台風18号災害

平成22年度 奄美市豪雨災害／東日本大震災

平成23年度 台風12号災害

平成24年度 九州北部豪雨災害

平成25年度
山口・島根豪雨災害／東北豪雨災害／
台風18号災害／台風26号災害

平成26年度 台風8号災害／8月豪雨災害

平成２７年度 台風18号災害

平成２８年度 熊本地震／台風10号災害／鳥取中部地震

平成２９年度 九州北部豪雨災害

平成３０年度 7月豪雨災害／台風21号災害／北海道胆振東部地震

平成20年度 ミャンマー・ サイクロン被害／中国・ 四川大地震

平成21年度 イタリア中部地震／台風8号災害（台湾）／
サモア諸島・スマトラ沖地震／チリ地震／ハイチ地震

平成22年度 中国青海省地震／パキスタン洪水災害

平成23年度 タイ洪水災害／トルコ地震

平成25年度 台風30号災害（フィリピン）

平成27年度 ネパール地震

平成２８年度 台湾地震／イタリア中部地震
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支援活動

教育里親支援とは

　ユニセフなどの国際機関を通じて世界の子どもたちの救済を続けています。また、タイのスラムなど恵まれない環境にある子ども
たちが社会に巣立つことを支援するドゥアン・ プラティープ財団の「ニューライフ・ プロジェクト」や、インドのパンニャ・ メッタ協会が
運営する孤児院・ 図書館・ 学校などへの支援をはじめ、様々な福祉事業に協力しています。

　学校に行きたくても行けない海外の恵まれない
子どもたちに就学費用を援助するため、一

いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動の一環として平成8年より「教育里親支
援」を行っています。
　この教育里親制度は、皆様方からの支援金を
一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動総
そうほんぶ

本部が取りまとめ、現地の施
設や団体を通じて、責任をもって子どもたちに届け
る教育費の支援事業です。現在はタイとインドの
子どもたちを支援していおり、これまでに延べ1300
人以上が勉強の機会を得ることができました。

一
いちぐう

隅を照
て

らす運
うんどう

動総
そうほんぶ

本部では、皆さまからお寄せいただいた「地球救援募
金」などをもとに、ユニセフに対する活動支援金を毎年「比叡山宗教サミッ
ト」周年行事または「天

てんだい

台青
せいしょうねん

少年比
ひえいざん

叡山の集
つど

い」の席上で贈呈してきまし
た。1995年度からは「天台青少年比叡山の集い」の研修会に参加した子
どもたちにも募金を呼びかけ、あわせてユニセフに贈呈しています。

比叡山で修行したサンガ
ラトナ・ 法

ほうてん

天・ マナケ師の
仏教道場「禅

ぜんじょうりん

定林」に孤
児院を開設し、将来 のイン
ド社会に貢献できる人材
育成に取り組んでいます。

家庭環境の理由から、勉
強したくても学校へ行け
ない子どもや、薬物等の
依存から立ち直ろうとする
スラムの子どもたちをプラ
ティープ財団を通じて支
援しています。

ユニセフ支援

インド　パンニャ・メッタ子供の家支援 タイ　ドゥアン・プラティープ財団支援
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団体会員の取り組み

開業直後からの団体会員

嵯峨野観光鉄道は平成 3 年 4 月、JR の廃線を活用して京都市右
京区―亀岡市間 7.3 キロで観光トロッコ列車の運行を始めまし
た。一隅を照らす運動の団体会員となったのは、初代の長谷川
一彦社長時代。総本部が参加されたタイ・ラオスでの学校建設
支援活動に参加するなど活発に運動に参画してきました。地元
では、平成 21 年には自社で観光案内所を設置して、 毎日約 200
人の内外の観光客にご利用いただいています。また、地域の皆
さんと沿線や小倉山での植樹、清掃活動などを続けています。
お陰様で平成 26 年度、乗客数 110 万人を達成しました。今後も
地域社会の一員として、一隅を照らす運動に取り組んでいきます。

嵯峨野観光鉄道株式会社

みんなで一緒に取り組めば
やりがいや喜びも 、もっと大きくなる

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動 団体会員（平成30年度 現在）

滋賀銀行坂本支店　関西アーバン銀行坂本支店　ヨシダ印刷株式会社　株式会社Ｓ･Ｃ･Ｃコミュニケーションズ
嵯峨野観光鉄道株式会社　株式会社ティーシーエス　うお栄　株式会社京信システムサービス
京都山門出入方　下野三楽園　株式会社ハン六　株式会社石田大成社　遊叡会　株式会社桜井デザイン

みなさんも

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動に

ご参加ください！

　一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動は、国内外の災害復旧支援、弱者救済、医
療・教育支援、環境保護などさまざまな分野にわたっていますが、
個人よりも職場や団体の仲間と取り組めばやりがいや喜びもより大
きなものになります。一

い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動の団体会員は現在、30社・
団体。主な団体会員の取り組みをご紹介します。

酒井雄哉大阿闍梨の書も飾っています。
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古切手や空き缶で社会貢献

比叡山延暦寺や天台宗務庁に物品を納める業者でつくる京都山
門出入方の一員として、一隅を照らす運動に参加しています。
当社では 3つの取り組みを進めています。一番古いのが 18 年ほど
前に始めた使用済切手の収集。東京にある団体を通じて、世界
の女性の健康と命を守る運動団体に贈っています。また、13 年
ほど前からペットボトルのキャップでワクチンを世界の子ども
たちに贈る活動にも参加しています。天台宗務庁近くの社会福
祉施設・みどり園には 6 年前からアルミ缶を集めて贈る活動を
始めました。社内に収集のための箱などを設置し、社長も社員
と一緒に切手を切ったり、空き缶を洗ったりしています。

株式会社 安田念珠店

お膝元のご縁で運動推進

滋賀銀行坂本支店は、日吉大社の参道沿いに、出張所として昭和
40 年に開業し、昭和 47 年に支店となりました。比叡山延暦寺の
お膝元であり、そのご縁で当初から一隅を照らす運動の団体会員
になっています。行内のバレーボール大会やソフトボール大会で
着る支店のユニフォームは、ピンクで背中に「一隅を照らす」と
書いた黒のポロシャツです。地元に貢献するためには、歴史ある
坂本の町についてよく知ることが大切と、生源寺の盆踊りなど地
元の祭りや行事に意欲的に参加しています。滋賀銀行は環境、福
祉、文化を三本柱とした CSR 活動を展開しています。こうした
活動を通じても一隅を照らす運動を積極的に推進しています。

滋賀銀行坂本支店

ユニフォームの背中には「一隅を照らす」と入れています。

キャップ入れの箱は女性社員の力作です。

医療法人亀廣記念医学会関西記念病院　ダイセーロジスティクス株式会社　株式会社メディアプラン
おごと温泉観光協会　日本橋室町若旦那会（株式会社にんべん 日 本橋貝新 日 本橋海苔店）
株式会社くれおーる　株式会社重田実業　岡田電気設備管理事務所　宗教法人慈学院行者山太光寺
株式会社芙蓉園　那津也　クラシカル整体院　医療法人社団仁生会甲南病院　株式会社本家つる㐂
鶴㐂そば製菓株式会社　株式会社吉田造園（順不同）
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年表
西暦 和暦 項目

1969 昭和 44 年 ・ 一隅を照らす運動が発足。初代会長に今東光師が就任（6/20）
・ 機関誌『ともしび』第１号を創刊
・ 第1回「一隅を照らす運動」推進街頭托鉢を実施

70 45 年 ・ 即真周湛天台座主（一隅を照らす運動総裁）が譲職し、菅原栄海大僧正が天台座主に上任（10/24）
・ 運動推進托鉢行脚を名古屋市で実施、今東光会長が辻説法（10/28）

71 46 年 ・ 伝教大師1150年大遠忌法要が比叡山延暦寺で繰り広げられる（4/20～5/10）
・ 菅原栄海天台座主が運動推進のため『親諭』を発す
・ 比叡山居士林を運動指導者養成の実践修行中央道場に指定

72 47 年 ・ 『止観指導の手引』（生田孝憲著）を発刊
73 48 年 ・ 第2代会長に都筑玄妙師が就任（4/10）
74 49 年 ・ 天台宗勧学院議で「照于一隅」（一隅を照らす）という統一見解を決定

・ 山田惠諦大僧正が天台座主に上任（12/1）
75 50 年 ・ 規則・細則を施行

・ ハワイ一隅会が発足
76 51 年 ・ 第3代会長に杉谷義周師が就任（3/3）

・ 伝教大師ご出家得度1200年慶讃大法会が開始（5/6～）
・ 『一隅運動の展開』（高橋良和著）を発刊

78 53 年 ・ 推進会員制度が施行
79 54 年 ・ 推進会員授戒会を比叡山釈迦堂・居士林で開催
81 56 年 ・ ローマ教皇ヨハネ・パウロⅡ世が来日し、ローマ法王庁大使館で山田惠諦天台座主をはじめとする日本宗教代表者と懇談。

教皇は伝教大師の「忘己利他慈悲之極」を引用され挨拶（2/24）
83 58 年 ・ 第4代会長に森定慈紹師が就任（3/16）

・ 天台宗ハワイ別院開教10周年記念一隅文化会館・阿弥陀堂落慶法要、円頓授戒会
84 59 年 ・ 般若心経１万巻を法華総持院東塔に納経
85 60 年 ・ 山田惠諦天台座主は比叡山開創1200年慶讃大法会にあたり運動の一層の推進を説き諭示を発す

・ 第1回推進会員中央研修会を比叡山居士林で開催
86 61 年 ・ 「21世紀へ慈愛の灯を」のテーマのもと不滅の法燈全国行脚（5/10～）

・ 「世界平和の祈りの集い」がイタリア・アッシジで開催（10/27～29）祈りの集いで不滅の法燈を掲げ法要
・ 第1回天台宗全国一斉托鉢（12/1、以降毎年全国各地で実施）
・ 比叡山開創1200年慶讃大法会・百萬巻般若心経写経を推進

87 62 年 ・ 第1回中央大会を延暦寺会館で開催（4/7～8）
・ 比叡山宗教サミット（8/3～4）が開催され比叡山メッセージを採択

88 63 年 ・ 「一寺一願運動」を展開し、比叡山開創1200年慶讃大法会にあわせ、伝教大師ご尊像や一隅を照らす聖句碑の建立が盛ん
89 平成元年 ・ 第5代会長に葉上照澄師が就任（2/10）

・ 第6代会長に千葉照源師が就任（3/20）
・ 20周年記念中央大会を国立京都国際会館で開催（10/21～22）

90 2 年 ・ 救援募金を開始
・ ハワイ一隅会結成15周年記念大会をシェラトンワイキキホテル（ホノルル市）で開催

91 3 年 ・ 「天台宗アピール」を発表し中東湾岸戦争の即時停戦を求めた
・ 総本部に地球救援募金事務局を設置し、中東湾岸戦争の戦後復興と犠牲者救援のために募金を呼びかける

92 4 年 ・ 第1回天台宗日本・タイ友好親善団を派遣。延暦寺からプラティープ財団へ支援金、総本部からタイのコンケーン大学に医
療奉仕車寄贈

・ 平和祈願写経７００巻（天台宗青少年比叡山研修生の浄書200巻を含む）を延暦寺へ奉納
・ 写経1万3千巻を比叡山法華総持院東塔へ奉納

93 5 年 ・ 第2回タイ・カンボジア友好親善視察団を派遣。SVA・ カンボジア宗教省へ仏教書1万冊復刻支援。延暦寺からプラティー
プ財団へ支援金。ともしびの館が完成
・ 祖師讃仰大法会開闢（6/1～）。山田惠諦天台座主は大法会にあたり運動の推進を説く『諭示』を発す
・ 写経1万2千153巻を比叡山法華総持院東塔へ奉納
・ ラオスのソムサマイ小学校（第1校目）落成式

94 6 年 ・ タイ・ プラティープ財団の支援開始
・ 梅山圓了大僧正が天台座主に上任（2/22）
・ 仏教救援センター（BAC）のラオス学校建設（ソムサマイ小学校＝支援の第1校目）支援
・ 家庭ですすめる運動として「3つの実践目標（スローガン）」を設定（5/13）

95 7 年 ・ 阪神淡路大震災の発生（1/17）。以降、情報収集、現地見舞、復興緊急支援を開始。また兵庫教区・仏教青年会を中
心に現地活動

・ 杉谷義純天台宗宗務総長・小林隆彰延暦寺執行らが神戸市や明石市を現地慰問
・ インド禅定林孤児院「パンニャ・メッタ子どもの家」が落慶。インド禅定林の孤児院活動支援を開始
・ ラオス学校建設支援（ビエンカム中学校）
・ 地球救援募金からNHKへ阪神大震災復興義援金1千万円を寄託（総計2千万円）
・ 兵庫教区被災寺院を慰問し復興支援金を贈呈
・ 発足25周年記念西日本大会を宗像ユリックス（福岡県宗像市）で開催、発足25周年記念東日本大会をグリーンドーム
前橋（群馬県前橋市）で開催

・ 阪神淡路大震災被災者のために神戸市民病院や社会福祉協議会へ車椅子100台を寄贈
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96 8 年 ・ 第1回ラオス学校建設団派遣、ビエンチャン市ノンニャオ村で建設作業に従事
・ インド禅定林孤児院「パンニャ・メッタ子どもの家」へ活動支援開始
・ 発足25周年記念中央大会を国立京都国際会館で開催
・ 教育里親制度を新設

97 9 年 ・ ナホトカ号日本海重油流出事故が発生（1/2）。総本部に「重油流出事故災害対策本部」を設置。日本海重油回収ボ
ランティア派遣（4/2までに延べ650名）
・ 第1回インド禅定林交流親善視察団を派遣
・ 渡邊惠進大僧正が天台座主に上任（1/20）
・ 第7代会長に小堀光詮師が就任（1/31）
・ ナホトカ号日本海重油回収犠牲者（ボランティア5名）回向法要を延暦寺阿弥陀堂で執行
・ インド禅定林孤児院「パンニャ・メッタ子どもの家」へ活動支援
・ 教育里親支援金支給を開始（タイ・インド）
・ 一隅を照らす運動公式ホームページを開設
・ 第12回天台宗全国一斉托鉢。12月を救援募金強化月間に設定

99 11 年 ・ 30周年記念事業の一環で毎月4日を「一隅を照らす日」に定め身近な実践を呼びかける
・ 第1回植樹奉仕活動を比叡山西塔で実施。環境保全の取り組みを呼びかける
・ 発足30周年を迎える（6/20）
・ 第2回植樹奉仕活動を実施、苗木1500本を比叡山西塔に

2000 12 年 ・ 30周年記念テーマソング「さわやか星」が完成。星ひかる作詞、山本丈晴作曲、ペギー葉山さんがレコーディング
01 13 年 ・ 『一隅を照らす運動とは－支部マニュアル』を発行
02 14 年 ・ インド禅定林開院15周年・第5回インド交流視察団

・ 第1回公開講座開催（以降毎年開催）
・ 第1回心のつどいin比叡山開催（以降毎年開催）

03 15 年 ・ 天台宗開宗1200年慶讃大法会開闢（4/1～）
・ インド禅定林図書館復興支援金を募集

04 16 年 ・ 第14回タイ・ラオス交流親善視察団を派遣
05 17 年 ・ 第8回インド交流親善視察団（インド禅定林大本堂地鎮祭参拝団）

・ パンニャ・メッタ図書館建設支援金を贈呈
・ 会報『きらめき』第1号創刊（年4回）
・ 運動の制度改革を実施（支部の充実、推進会員制度廃止など）
・ 『一隅を照らす運動活動マニュアル』を発刊
・ 「一隅を照らす木を植えよう！」の植樹里親を募集開始

06 18 年 ・ パンニャ・メッタ図書館落成式参拝団（第9回インド交流親善視察団）
07 19 年 ・ 半田孝淳大僧正が天台座主に上任（2/1）

・ 第10回ラオス学校建設団を派遣
・ NPO法人「草原の風」主催の第4回内モンゴル植林ツアーに参加、現地を視察
・ 40周年中央大会を比叡山延暦寺と滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール（大津市）で開催（7/6）

08 20 年 ・ 40周年西日本大会を久留米市民会館（福岡県）で開催（11/5）
09 21 年 ・ NPO法人「草原の風」主催の第6回内モンゴル植林ツアーに参加、植林活動支援金を贈呈

・ 内モンゴル病院建設支援としてシュリゲ廟医院へ支援金
・ 40周年東日本大会を郡山ユラックス熱海（福島県）で開催（10/6）

11 23 年 ・ 東日本大震災の発生（3/11）。以降、「東日本大震災天台宗災害対策本部」を設置。復興支援を行う
12 24 年 ・ 祖師先徳鑽仰大法会開闢（4/1～）
13 25 年 ・ 東日本大震災被児童支援事業を実施（8/1～8/3）

・ 第8代会長に森川宏映師が就任（9/12）
14 26 年 ・ 45周年東日本大震災復興祈念大会を郡山ユラックス熱海（福島県）で開催（11/12）
15 27 年 ・ 東日本大震災被災地支援事業「一隅フェスティバルin石巻～祈りと癒しと笑いのひととき～」を東雲寺（石巻市）で開催

（10/16）
・ 森川宏映大僧正が天台座主に上任（１２/１４）
・ ミャンマー教育支援視察（１１/１９～２５）

16 28 年 ・ 第９代会長に大樹孝啓師が就任（２/１）
・ 一隅を照らす運動公式ホームページのリニューアル（３/４）
・ 一隅を照らす運動広報大使に露の団姫師を委嘱（３/２３）
・ 熊本地震が発生（４/１４）。以降、「平成２８年熊本地震天台宗災害対策本部」を設置。復興支援を行う
・ 東日本大震災被災地支援事業「一隅フェスティバルin大津港～祈りと癒しと笑いのひととき～」を長松寺（北茨城市）
で開催（１０/２）
・ 第１回一隅を照らす運動タイ・スタディーツアー（プラティープ財団生き直しの学校チュンポーンにて）開催（１１/１～５）

17 29 年 ・ インド禅定林開院３０周年・禅定林大本堂 建立１０周年記念大法要（２/８）
・ 一隅を照らす運動公式アプリ運用開始（３/３１）
・ 『一隅を照らす運動活動マニュアル』を改訂発行（４/１）
・ 『しょうぐうさん体操』（ラッキィ池田作詞・振付／中谷靖作曲）ＤＶＤ・ＣＤリリース（８/２６）
・ 東日本大震災被災地支援事業「一隅フェスティバルin気仙沼～祈りと癒しと笑いのひととき～」を觀音寺（気仙沼市）
で開催（９/３０）
・ 第２回一隅を照らす運動タイ・スタディーツアー（プラティープ財団生き直しの学校チュンポーンにて）開催（１１/９～１４）

18 30 年 ・ タイ・プラティープ財団創設４０周年記念式典にて感謝状受領（８/２７）
・ ラオス学校建設支援（チェンカン村小学校＝支援２4校目・最終）落慶・引渡式典・現地視察（９/２７）
・ 第３回一隅を照らす運動タイ・スタディーツアー（プラティープ財団生き直しの学校チュンポーンにて）開催（１１/１５～２０）
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キャラクター紹介

しょうぐうさん
不思議な法力を持っていて、私たちが生きていく
中で感じた疑問や迷い、不安などを取り除き人
生の道しるべ的な役割をはたしてくれます。 しょ
うぐうさんを通じてあなた自身が心豊かになるこ
とはもちろん、あなたの周囲や家庭そして社会も
明るく照らしてくれます。

こぼんちゃん
青い海と緑の大地、そして澄んだ大気。 今
こそ地球が危ない！ 子供たちの未来のために
みんなで守ろう大事な地球。ぼくは地球の温
暖化防止のためのナビゲーターです。

3人の精霊ちゃん
共生の精霊、奉仕の精霊、生命の精
霊。 いろいろな出来事や人に出会い、共
に成長していきます。

あかりちゃん&
てらスン
活発で明るい女の子で、「しあわせ」ってな
んだろうと、いつも考えています。 山で助け
てあげた、このはずくの「てらスン」と一緒に
「しあわせさがし」の旅をしています。

共生

奉仕 生命
しょうぐうさんブログ更新中です！
http://shougu.ichigu.net

支部活動について
　天台宗の一つひとつの寺院は一隅を照らす運動の支部であり、その住
職は支部長に委嘱されています。つまり、支部は、檀信徒のみなさんや有縁
の人々を教化伝道する一隅を照らす運動のステーションであり、前線基地と
いえるでしょう。支部活動を通じて正会員である檀信徒のみなさんや有縁の
人々にとって「私たちのお寺である」という意識を共有できるようになってこそ、
一隅を照らす運動の実が結ばれてきているといえるのではないでしょうか。
　各支部においては支部長さんを中心に、支部の実情や地域性にあった活
動を心がけましょう。また、一隅を照らす運動の正会員（天台宗僧侶・寺族・檀
信徒・賛同者）は、機会をとらえて支部の行事等に積極的に参加しましょう。
　教えが実践され、暮らしの中に生かされてこそ、まさしく生きた教えとなるのです。

随時更新しています！一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動の最新情報をぜひご覧ください。

各ストアにて「一隅」又は「一隅を照らす」で検索
もしくは右のQRコードを読み込んでください。
※通信料はお客様負担となります。

一隅を照らす運動ホームページ
http://ichigu.net

一隅を照らす運動 Facebook
https://www.facebook.com/ichiguwoterasuundo

一隅チャンネル（YouTube）
http://ichigu.net/video/index

支部活動「子ども田んぼ」

一隅を照らす運動アプリ
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A
Q 団体会員の役割りはどのようなものですか？

企業・団体として地域での清掃奉仕や、家庭や職場において、それぞれ
の持ち場で精一杯尽力することができる社員・職員の教育に努めるなど
「一

いちぐう

隅を照
て

らす」精神の実践に取り組んでいただいています。

A
Q 個人でも会員になれるのですか？

総本部では、個人の賛同者も募集しております。
一隅を照らす運動の推進にあたり、全国の天台宗寺院は同運動の支部と
なっており、各個人賛同者は支部に所属することになります。最寄りの天
台宗寺院にお問い合わせください。お近くに天台宗寺院がない場合は、
総本部にお問い合わせください。

A
Q

一隅を照らす運動会報『きらめき』の
申し込みはどうすればよいのですか？

『きらめき』は年４回発行しております。無料にて送付いたしますので、
総本部へ希望部数をご連絡下さい。

A
Q 写経・写仏の申し込みはどうするのですか？

写経用紙は「般若心経」「七沸通戒偈・圓頓章」等の他、写仏用紙を用意
しております。総本部へ希望部数をご連絡下さい。
納経料は１巻1,000円です。納めていただいた写経は比叡山延暦寺法華
総 持院東塔内に奉納いたします。

A 自然災害が発生し総本部からご依頼した際には同封の振込用紙をご
利用ください。また、個別にご送金の方は下記口座へご送金ください。
なお郵便振替用紙は総本部で用意しておりますので、ご連絡ください。

【郵便振替】０１０５０－１－６９５０５
【加入者名】一隅を照らす運動総本部 地球救援事務局
【通 信 欄】救援名（例えば、タイ洪水災害・トルコ大地震等）

地球救援募金はどうやって送金すればよいのですか？

一
い ち ぐ う

隅を照
て

らす運
う ん ど う

動 Q A&

Q
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